


J-FU N   ユースの活動について教えてください
J-FUN    ユースの活動は2007年6月20日世界難民
の日に「UNHCRユース」という名称で発足しまし
た。難民問題や人道支援に対する学生の関心の
高まりと学生らしさを難民支援の現場に生かし
たいという想いから結成されました。そして
2009年6月に新たに「J-FUN ユース」と名称を変
え再スタートを切りました。
J-FUN ユースが目指すことは大きく分けて2つあ
ります。1つは「難民を取り巻く社会の状況を良く
すること」。そしてもう1つは「将来社会で活躍す
る人々の学びの場となる」ことです。 現在所属し
ているメンバーは20人ほど。大学生が中心です
が、高校生が参加することもあります。具体的な
活動は主に4つあります。

（１）難民や避難民、無国籍者に関する勉強会
「ユースデー」
難民問題をはじめとした様々な社会問題に関す
る勉強を月2回行っています。

（２）日本で生活している難民の子ども対象の
「学習教室」
毎週土曜日、日本の学校に通う難民2世の子ど
もたちを対象に学習教室を行っています。

（３）「世界難民の日」に向けたイベントの企画、
運営
毎年6月20日「世界難民の日」には様々なイベン
トを企画しています。

（４）SNSなどで情報発信「時事deなんみん」
J-FUN ユースのメンバーが気になった難民問題に
関するニュースなどをフェイスブックなどで発信し
ています。

酒師さんがJ-FUN ユースに入ろうと思われたきっか
けは？
友人が難民2世の子どもたちの学習教室へ行くのに
一緒について行きました。その時に初めて、ニュー
スで聞いていた難民と呼ばれる人が日本にいること
を知りました。「なぜ自分は今まで日本に難民がい
ることを知らなかったのか」と思うと同時に、もっと
知りたい、日本にいる難民の方にできることをして
みたい、と思うようになりました。これがJ-FUN ユー
スに入ったきっかけです。

記事を読んでいる人へのメッセージ
難民問題と聞くと、どこから手をつけていいかわか
らなくなってしまうかもしれません。でも、難民問題
への取り組み方は意外と身近なところにあるのでは
と思います。難民に関するニュースを友人とシェア
するのも、難民のことを広める活動のひとつです。自
分ができる範囲でアクションを起こすことによって、
遠いところで起きている難民問題がぐっと身近に感
じるかもれません。学生である私たちには時間があ
ります。その特権を生かし、自由に学び、行動を起こ
してもらえたらと思います。もし難民問題に関心が
あったら、J-FUN  ユースの活動に参加してみるのも
行動を起こすことの一つになるかもしれません。
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